
　

平
成
20
年
は
異
常
と
も
い

え
る
燃
料
価
格
の
高
騰
が
続

き
、
８
月
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格

が
１
㍑
当
た
り
１
８
５
円
台

ま
で
急
騰
し
、
過
去
最
高
値

を
更
新
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
ト
協
を

は
じ
め
と
し
た
関
東
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
８
月
26
日
、
千
代

田
区
の
自
民
党
本
部
で「
燃

料
高
騰
経
営
危
機
突
破
総
決

起
大
会
」（
写
真
）を
開
催
し
、

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
な

ど
に
よ
る
適
正
運
賃
確
保
、

燃
料
税
の
緊
急
減
税
ま
た
は

燃
料
費
の
補
填
な
ど
の
対
策

を
訴
え
た
。

　

同
日
は
、全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
全
国
で

約
２
万
人
を
動
員
し
、「
燃
料

高
騰
に
よ
る
経
営
危
機
突
破

全
国
一
斉
行
動
」
を
展
開
し

た
。

　
一
方
、国
土
交
通
省
は
、３

月
に「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

緊
急
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど

を
通
達
。
さ
ら
に
９
月
に
は
、

政
府
・
与
党
が
緊
急
対
策
を

打
ち
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
同
年
度
第
１
次
・
２
次
補

正
予
算
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
省
エ
ネ
支
援
な
ど
燃
料

高
騰
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
、

総
額
２
０
０
億
円
規
模
の
対

策
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

燃
料
価
格
、最
高
値
更
新

経
営
危
機
で
総
決
起
大
会

　
東
ト
協
は
今
年
10
月
で
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
今
年
の「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」本
部
イ
ベ
ン
ト
を
記
念

事
業
の
一
環
に
位
置
付
け
、

こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
は
、

平
成
26
年
度
ま
で
実
施
し
て

き
た
本
部
事
故
防
止
大
会
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
契
機

に
、こ
れ
ま
で
に
な
い
都
民

参
加
・
外
部
発
信
型
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
を
構

想
。
昨
年
７
月
に
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
を
設
置
し
、そ

の
実
現
に
向
け
て
実
施
内
容

な
ど
に
つ
い
て
企
画
・
検
討

を
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
大
田
区
・

平
和
島
公
園
で
、プ
レ
フ
ェ

ス
タ
の
位
置
付
け
で
事
故
防

止
イ
ベ
ン
ト「
ト
ラ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
た
が
、

今
年
は
さ
ら
に
発
展
・
拡
大

す
る
形
で
、本
格
的
な
フ
ェ

　
東
ト
協
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
は
８
月
18
日
、東
ト
総

合
会
館
で
第
２
回「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」支
部
説
明
会

を
実
施
し
、開
催
に
向
け
た

準
備
状
況
や
各
支
部
の
参
加

内
容
、ブ
ー
ス
出
展
の
要
領

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

冒
頭
、中
村
克
敏
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
、「
東
ト
協

全
体
で
手
作
り
感
の
あ
る
フ

ェ
ス
タ
開
催
を
目
指
し
て
お

り
、各
支
部
の
協
力
が
な
い

と
実
現
し
な
い
」と
述
べ
る

と
と
も
に
、「
フ
ェ
ス
タ
開

催
に
は
故
大
髙（
一
夫
）
会

　

東
ト
協
は
、「
平
成
28
年

熊
本
地
震
」被
災
地
へ
の
救

援
物
資
の
緊
急
輸
送
協
力
に

よ
り
、農
林
水
産
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
。

　
先
に
行
わ
れ
た
内
閣
改
造

前
の
８
月
１
日
付
で
、当
時

の
森
山
裕
大
臣
名
の
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
も
の
で
、こ
れ

に
伴
い
８
月
18
日
、同
省
食

料
産
業
局
の
宮
浦
浩
司
企
画

課
長
ら
が
東
ト
協
本
部
を
訪

れ
、千
原
武
美
会
長
に
感
謝

状
を
手
渡
し
て
感
謝
の
意
を

示
し
た
。

　

同
日
は
、千
原
会
長
と
と

も
に
安
藤
明
専
務
理
事
や
西

澤
康
雄
常
務
理
事
が
同
席

し
、宮
浦
課
長
ら
と
懇
談
。

　東京都トラック協会（千原武美会長）は、創立
50周年記念事業の一環として10月30日、渋谷
区・代々木公園で「トラックフェスタ ＴＯＫＹＯ 
2016～親子で体験　安全と環境」を開催する。
暮らしを支えるトラック輸送の役割や東ト協
の取り組みを広く都民に発信・アピールする、
これまでにない一大イベントとして開催する
ものだ。東ト協フェスタ実行委員会（中村克敏
委員長）ではこれまでに実施内容をほぼ固め、
現在、フェスタ成功に向けて精力的に開催準備
を進めている。

長
の
ご
遺
志
と
、現
在
の
千

原（
武
美
）
会
長
の
熱
い
思

い
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
成

功
に
向
け
て
協
力
を
求
め
た
。

　

各
支
部
の
参
加
内
容
は
、

19
支
部
が
ブ
ー
ス
出
展
す
る

ほ
か
、６
支
部
が
運
営
協
力

す
る
。

　

同
日
は
、会
場
の
代
々
木

公
園
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行

う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、イ

ベ
ン
ト
広
場
の
出
展
内
容
な

ど
、こ
れ
ま
で
に
固
ま
っ
て

い
る
実
施
概
要
案
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。

　

あ
わ
せ
て
、各
支
部
が
ブ

ー
ス
出
展
す
る
位
置
や
出
展

要
領
、特
に
飲
食
関
係
の
出

展
に
際
し
て
重
要
と
な
る
衛

生
管
理
上
の
注
意
事
項
、お

よ
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

鼓
演
奏
や
一
輪

車
演
舞
、
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
、「
よ

さ
こ
い
」
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン

ト
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
実
施
。

子
供
た
ち
を
は

じ
め
、
家
族
連

れ
で
訪
れ
る
人

た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
だ
。

　

一
方
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
は
飲

食
・
物
販
エ
リ

ア「
マ
ル
シ
ェ
」

（
市
場
）を
は
じ
め
、安
全
・
環

境
関
連
の「
体
験
・
展
示
」
エ

リ
ア
や
業
界
関
係
企
業
・
団

体
が
出
展
す
る「
協
賛
」エ
リ

ア
で
構
成
。
な
か
で
も
目
玉

企
画
は「
マ
ル
シ
ェ
」エ
リ
ア

で
、東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

福
島
・
宮
城
・
岩
手
３
県
が

ブ
ー
ス
出
展
し
、各
地
域
の
物

産
を
販
売
す
る
ほ
か
、東
ト
協

の
多
く
の
支
部
が
ブ
ー
ス
出

展
す
る
。

席
上
、千
原
会
長
は
首
都
直

下
地
震
へ
の
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
の
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
」と

述
べ
た
。

　
東
ト
協
で
は
熊
本
地
震
の

発
生
に
際
し
て
、各
支
部
が

被
災
地
へ
の
緊
急
輸
送
を
行

い
、会
員
事
業
者
の
ト
ラ
ッ

ク
40
台
以
上
が
出
動
し
、救

援
物
資
を
届
け
た
。

　

な
お
、農
水
大
臣
の
感
謝

状
は
、熊
本
地
震
被
災
地
の

支
援
に
当
た
っ
た
１
４
９
の

企
業
・
団
体
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
、東
ト
協
を
含
め
37
都

府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
授

与
さ
れ
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
、東
ト
協
を

挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
全
支
部
が
参
加
。
19
支

部
が「
マ
ル
シ
ェ
」や「
体
験

・
展
示
」
エ
リ
ア
に
出
展
す

る
ほ
か
、６
支
部
が
運
営
協

力
す
る
。

　
こ
う
し
た
フ
ェ
ス
タ
を
通

じ
て
、東
ト
協
の
交
通
安
全

活
動
や
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し

た
環
境
保
全
へ
の
取
り
組

み
、さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
日
常
生
活
に
必
要
な
物
資

を
運
び
、災
害
時
に
は
救
援

物
資
輸
送
を
行
う
な
ど
、社

会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
広
く

発
信
・
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
針
。

　

こ
れ
に
よ
り
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
や
業
界
に
対
す
る
理
解

促
進
を
図
り
、社
会
的
地
位

向
上
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

ス
タ
を
開
催
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
固
ま
っ
た
実

施
内
容
は
、
別
掲
の
通
り
。

会
場
の
代
々
木
公
園
・
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
は
終
日
、和
太

平
成
20
年

暮らしを支える役割や
     「安全・環境」アピール

10月30日
代々木公園

東ト協 「トラックフェスタ」

親
子
で
楽
し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

飲
食
・
物
販
エ
リ
ア「
マ
ル
シ
ェ
」
も

実施概要やブース
出展要領など説明 第

２
回  

支
部
説
明
会

熊
本
地
震
で
救
援
輸
送

農
水
大
臣
か
ら
感
謝
状

7
月
分

野外ステージ

◆オープニングセレモニー
◆ 都立美原高校・和太鼓部
◆一輪車演舞
◆キッズダンス
◆ 埼玉県入間向陽高校・ソ

ングリーダー部
◆ 警視庁・交通安全教室／

警視庁音楽隊・カラーガ
ードＭＥＣ（メック）　

◆「よさこい」
◆クロージングセレモニー イベント広場

「マルシェ」（飲食・物販）／体験・展示／協賛各エリア
・ 環境にやさしいトラック乗車体験（死角体験など）
・パトカー・白バイ乗車体験
・ アルコールチェッカー体験コーナー（点呼場）
・「子ども安全免許証」発行＆職業体験
・ 交通安全体験車「サイトくん」（交通安全各種機

器体験）
・東北３県特産品など販売
・ ロールオーバーシミュレーター体験
・ 環境エリア（東ト協環境部・環境省・東京都環

境局出展）
・ 子ども用遊具設置（トラックをデザインしたエ

ア遊具など）
・酒酔い体験イライラゲーム
・創作反射チャーム手作りコーナー
・ＡＥＤ搭載トラック展示
・ＰＲパネル・ポスター展示／ＰＲビデオ放映
・「トラックの日」ノベルティ配布
・スタンプラリー　など

昨年のフェスタ開 会 式

東 ト 協
感
謝
状
を
受
領
す
る
千
原
会
長
㊧

３４５６７

全
ト
協
・
業
界
景
況
感
調
査
４
～
６
月
期

東
ト
協
、物
流
政
策
委
員
会
を
開
催

第
17
期
物
流
経
営
士
課
程
・
受
講
生
募
集

警
視
庁
、小
学
生
死
亡
事
故
で
対
策
要
請

健
診
の
未
受
診
、相
互
通
報
の
対
象
に

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

☆ス タ ン ド  平均 = 92.6 円
☆ロ ー リ ー  平均 = 77.6円
☆元売り発行カード   平均 = 90.1円
☆ディーラー発行カード  平均 = 84.4円

2016年（平成28年）
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•
•
•

　
国
土
交
通
省（
８
月
10
日
）

　
大
臣
官
房
審
議
官
＝
自
動

車
局
担
当（
警
察
庁
交
通
局

交
通
企
画
課
長
）早
川
治

向
け
て
今
後
、下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法（
下
請
法
）

や
独
占
禁
止
法
な
ど
の
運
用

を
強
化
す
る
方
針
だ
。

　
ト
ラ
ッ
ク
分
野
の
大
企
業

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、事
業
者
16

社
と
荷
主
企
業
10
社
の
計
26

社
に
実
施
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、「
下
請
・

荷
主
適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
や
、
運
転
者
の
労

働
時
間
を
定
め
た「
改
善
基

準
告
示
」
な
ど
が
、
特
に
荷

主
企
業
に
お
い
て
十
分
に
浸

透
し
て
い
な
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
、荷
主
企
業
・
元

請
事
業
者
の
現
場
担
当
者
レ

ッ
ク
事
業
者
側
か
ら
は「
特

に
着
荷
主
で
荷
待
ち
時
間
が

発
生
す
る
が
、費
用
負
担
を

し
て
も
ら
え
な
い
」な
ど
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、改
善
し
た
好

事
例
の
展
開
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、特
に
着
荷
主
に
改
善

へ
の
協
力
の
必
要
性
を
認
識

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、荷

主
と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
協

議
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
。

加
え
て
、
独
禁
法
に
基
づ
く

物
流
特
殊
指
定
に
関
す
る
調

査
の
拡
充
な
ど
を
図
る
方
針
。

　
適
正
な
運
賃
・
料
金
収
受

に
関
し
て
は
、労
働
力
不
足

な
ど
を
背
景
と
し
て
運
賃
の

値
上
げ
に
は
一
定
の
進
捗
が

み
ら
れ
、荷
主
企
業
側
か
ら

は「
交
渉
さ
れ
れ
ば
、
基
本

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
改
正「
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車

の
運
転
者
に
対

し
て
行
う
指
導

及
び
監
督
の
指

針
」（
告
示
）に

つ
い
て
、
改
正

道
路
交
通
法
施

行
日
の
平
成
29

年
３
月
12
日
に

施
行
す
る
旨
、

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
通
知

し
、会
員
事
業
者
に
そ
の
遵

守
を
周
知
・
徹
底
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　

改
正
告
示
で
は
、初
任
運

転
者
に
対
す
る
特
別
な
指
導

を
強
化
し
、一
般
的
な
指
導・

監
督
内
容
に
つ
い
て
、座
学

お
よ
び
実
車
を
用

い
た
指
導
を
15
時

間
以
上
行
う
よ
う

義
務
付
け
る
。
積

載
方
法
や
日
常
点

検
、
お
よ
び
車
高

な
ど
ト
ラ
ッ
ク
の

構
造
上
の
特
性
に

関
し
て
、
実
車
に

よ
る
指
導
を
行
う
。

　

加
え
て
、
実
際

に
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
さ
せ
、

安
全
な
運
転
方
法
の
指
導
を

20
時
間
以
上
行
う
こ
と
を
義

務
付
け
、大
幅
に
強
化
す
る
。

的
に
応
じ
て
い
る
」と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
側
は「（
他
社
と

の
競
合
も
あ
り
）交
渉
で
き

る
か
が
問
題
」
と
し
、
交
渉

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
合
理
性
の
な
い
原

価
低
減
要
請
な
ど
の
違
反
事

例
を
、下
請
法
の
運
用
基
準

に
追
記
す
る
と
と
も
に
、同

法
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
行

い
、重
点
的
に
確
認
す
る
。

　

ま
た
独
禁
法
に
基
づ
き
、

特
に
厳
し
い
取
引
環
境
に
あ

る
物
流
事
業
者
に
つ
い
て
、

荷
主
向
け
調
査
票
を
倍
増
す

る
と
と
も
に
、個
別
の
取
引

関
係
に
も
踏
み
込
ん
だ
調
査

を
行
う
方
針
だ
。

　
第
３
次
安
倍
第
２
次
改
造

内
閣
で
、石
井
啓
一
国
土
交

通
大
臣
が
留
任（
既
報
８
月

10
日
号
）し
た
ほ
か
、
国
交

副
大
臣
に
は
田
中
良
生
衆
議

院
議
員（
埼
玉
県
15
区
・
自

民
党
）、
末
松
信
介
参
議
院

議
員（
兼
務
内
閣
府・
復
興
副

大
臣
、兵
庫
県
選
挙
区
・
自

民
党
）が
就
任
し
た
。

　
ま
た
国
交
大
臣
政
務
官
に

は
藤
井
比
早
之
衆
議
院
議
員

（
兵
庫
県
４
区
・
自
民
党
）、

大
野
泰
正
参
議
院
議
員（
岐

阜
県
選
挙
区
・
自
民
党
）、

根
本
幸
典
衆
議
院
議
員（
兼

務
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、愛

知
県
15
区
・
自
民
党
）が
就

い
た
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、平
成
28
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動（
９
月

21
～
30
日
）を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
向
け
の
対
策
を
含
め
た

実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

　
特
に
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
事
故
は
追
突
事
故
が
半

数
を
占
め
、死
亡
事
故
の
４

割
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、安
全
運

行
の
確
保
に
向

け
て
、
追
突
事

故
と
交
差
点
事

故
の
防
止
を
最

重
点
推
進
項
目

と
し
て
取
り
組

む
方
針
。

　

こ
の
ほ
か
、重
点
推
進
項

目
は
次
の
通
り
。

　

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

　
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
、
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の

「
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
や
、
平
成
26
年
の
事
故

分
析
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

運
転
者
・
管
理
者
・
事
業
者

が
取
り
組
む
べ
き「
三
位
一

体
の
対
策
」と
し
て
取
り
ま

と
め
た
も
の
。

　

こ
の
キ
ッ
ト
は
、追
突
事

故
の
要
因
や
対
策
を
詳
細
に

ま
と
め
た「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
は
じ
め
、４
つ
の
実
践
ツ

ー
ル
で
構
成
。具
体
的
に
は
、

人
身
事
故
の
半
数
以
上
を
占

め
る
追
突
事
故
防
止
に
向
け

て
、「
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事

故
撲
滅
キ
ッ
ト
」の
活
用
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
「
追
突
事
故
防
止
撲
滅
キ

ッ
ト
」
は
、
国
土
交
通
省
の

　
関
東
ト
ラ
ッ
ク

協
会（
会
長
＝
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
・
千
原
武
美
会

長
）は
９
月
15
日
、

茨
城
県
水
戸
市
で

第
61
回
事
業
者
大

会
を
開
催
す
る
。

に
取
り
組
む
た
め
、関
東
ブ

ロ
ッ
ク
事
故
防
止
大
会
を
実

施
す
る
。
時
間
は
午
後
１
時

か
ら
５
時
30
分
ま
で
、
会
場

は
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
。
大

会
終
了
後
、午
後
６
時
か
ら

懇
親
会
を
行
う
。

　

事
故
防
止
大
会
で
は
、関

東
圏
に
お
け
る
自
動
車
事
故

防
止
対
策
検
討
会
の
江
森

東
委
員
長（
東
ト
協
副
会
長
）

が
、検
討
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、千

葉
・
山
梨
各
県
ト
協
の
事
業

者
代
表
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
を
報
告
。
こ
の
後
、

事
故
防
止
の
徹
底
に
向
け
た

決
意
表
明
お
よ
び
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
う
予
定
。

　
事
故
防
止
大
会
は
、
新
た

な
試
み
と
し
て
、26
年
度
の

59
回
大
会
で
実
施
し
た（
27

年
度
の
60
回
大
会
は
栃
木
県

で
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
記

録
的
な
豪
雨
の
た
め
中
止
）。

の
交
通
事
故
防
止
▽
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
▽
ト

レ
ー
ラ
事
故
の
防
止
▽
高
速

道
路
に
お
け
る
事
故
の
防
止

▽「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
集
」
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚
▽
健
康
起
因
事
故

の
防
止
▽
過
労
運
転
の
防
止

▽「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」の
根
絶

　

あ
わ
せ
て
、車
両
の
安
全

性
の
確
保
の
た
め
、「
自
動

車
点
検
整
備
推
進
運
動
」や
、

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。

　

政
府
の「
下
請
等
中
小
企

業
の
取
引
条
件
改
善
に
関
す

る
関
係
府
省
等
連
絡
会
議
」

は
８
月
19
日
、第
７
回
会
議

を
開
催
し
、ト
ラ
ッ
ク
運
送

分
野
の
大
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、取
引

条
件
の
改
善
・
適
正
化
に

ベ
ル
ま
で
浸

透
を
図
る
必

要
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

　
ま
た
荷
待

ち
時
間
や
附

帯
作
業
に
関

し
て
、
ト
ラ

①
運
転
者
の
３
つ
の
安
全
行

動
を
中
心
と
し
た
対
策
の
要

点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る「
掲
出

用
ポ
ス
タ
ー
」（
写
真
）、②

日
常
的
に
確
認
す
る
た
め

の「
安
全
行
動
シ
ー
ト
」、③

理
解
度
・
実
践
度
を
確
認
す

る「
添
乗
・
面
談
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」、
④
安
全
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
・
計
画
し
、

振
り
返
る
た
め
の「『
で
き

る
こ
と
か
ら
今
す
ぐ
や
ろ

う
！
』シ
ー
ト
」。 大

会
で
は
各

都
県
の
事
業

者
が
連
携
し

て
事
故
防
止

関
ト
協
事
業
者
大
会

　
　
　
9
月
15
日・水
戸
市
で

第
61
回

中
小
企
業
の
取
引
改
善

関
係
府
省
等
連
絡
会
議

第
７
回

下請法・独禁法の運用強化へ
「物流特殊指定」

の 調 査 拡 充 国   交   省

運転者指導・監督
改正指針の遵守を

国
交
副
大
臣

  

田
中
・
末
松
氏
が
就
任

国  交 省 

関東ブロック
事故防止大会開催

追突事故撲滅キット
活 用 し、安 全 指 導 を

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　 

　
実 

施 

計 

画
全ト協

28 

年

追突・交差点事故
の防止を最重点に

田中 氏末松 氏

全ト協
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料金支払だけから、運転支援へ

予約受付中！

　

わ
が
国
経
済
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
一
方

で
、個
人
消
費
や
民
間
投
資

は
力
強
さ
を
欠
い
た
状
況
に

あ
り
、さ
ら
に
新
興
国
経
済

に
陰
り
が
見
え
、世
界
経
済

の
減
速
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
道
半
ば

で
あ
り
、デ
フ
レ
か
ら
完
全

に
脱
却
す
る
に
は
、内
需
を

下
支
え
す
る
と
と
も
に
、高

齢
化
社
会
を
乗
り
越
え
る
た

め
、潜
在
成
長
率
を
向
上
さ

せ
る
構
造
改
革
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　
今
回
の
経
済
対
策
の
柱
立

て
は
、①
一
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
の
加
速
、②
21
世
紀

型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、③
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
伴
う
不
安

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、労

使
で
合
意
す
れ
ば
上
限
な
く

時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ

る
、い
わ
ゆ
る
36
協
定
に
お

け
る
時
間
外
労
働
規
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
再
検
討
を

開
始
す
る
こ
と
を
経
済
対
策

に
明
記
し
た
。

　
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が

先
に
、今
年
度
の
地
域
別
最

低
賃
金
に
つ
い
て
３
％
引
き

上
げ
を
答
申
し
た
が
、こ
れ

が
消
費
の
喚
起
や
生
活
水
準

の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と

に
期
待
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
経
済
対
策
に
よ
り
、

短
期
的
に
は
、実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
押
し
上
げ
効
果
を
お
お
む

ね
１
・
３
％
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。
景
気
を
押
し
上
げ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

伊
集
院　

豪
）

定
性
な
ど
の
リ
ス
ク
へ
の
対

応
、
な
ら
び
に
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
お
よ
び
地
方

へ
の
支
援
、④
熊
本
地
震
や

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
安
全
・
安
心
、防
災
対
応

の
強
化
、⑤
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
強
化
す
る
た
め
の

構
造
改
革
な
ど
の
推
進
―

の
５
つ
だ
。

　
事
業
規
模
は
28・１
兆
円
。

財
政
措
置
は
13・５
兆
円
で
、

こ
の
う
ち
国
・
地
方
の
歳
出

が
７
・
５
兆
円
程
度
、
財
政

投
融
資
が
６・
０
兆
円
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
て
は
、雇
用
保
険
料

の
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
、

雇
用
保
険
料
や
国
庫
負
担
の

時
限
的
な
引
き
下
げ
な
ど
に

規
格
幹
線
道
路
な
ど
の
広
域

的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
・
活
用
策
の
一
環
と

し
て
、「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・
０
の
利

用
者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻

度
割
引
等
を
含
む
」と
の
表

現
で
、最
大
50
％
割
引
を
継

続
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

大
口・
多
頻
度
割
引
の
拡

充
措
置
は
、26
年
度
に
燃
料

高
騰
対
策
と
し
て
国
費
５
０

０
億
円
が
措
置
さ
れ
、翌
27

年
度
も
同
様
に
５
０
０
億
円

が
計
上
さ
れ
継
続
さ
れ
た
。

　

今
年
度
分
は
、拡
充
措
置

の
適
用
対
象
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
利
用
者
に
限
定
し
、国
費

は
２
５
６
億
円
へ
と
半
減
さ

れ
た
が
、
高
速
道
路（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
）各
社
の
負
担
に
よ

り
、従
来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者

に
対
す
る
経
過
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
分
に
つ
い
て
も
、

国
費
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社
の

負
担
に
よ
り
、拡
充
措
置
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

み
ら
れ
て
お
り
、国
費
は
今

年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
よ

り
、措
置
さ
れ
る
。

　

経
済
対
策
に
は
ま
た
、ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向

上
の
促
進
も
盛
り
込
ま
れ
、

国
交
省
で
は
荷
役
の
効
率
化

を
支
援
す
る
た
め
、テ
ー
ル

ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
の
装
着
費

用
の
補
助
を
検
討
中
。
補
助

金
は
数
億
円
規
模
と
な
る
見

込
み
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、働
き
方
改
革

と
最
低
賃
金
に
つ
い
て
も
踏

み
込
ん
だ
。
安
倍
晋
三
首
相

は
、長
時
間
労
働
の
是
正
に

前
向
き
で「
健
康
確
保
に
望

ま
し
く
な
い
長
い
労
働
時
間

を
設
定
し
た
事
業
者
に
対
し

て
は
、
指
導
強
化
を
図
る
」

と
も
述
べ
て
い
る
。

　政府は８月２日、「未来への投資を実
現する経済対策」を閣議決定した。この
一環として、トラック運送業界にとって
最大の懸案であった、高速道路通行料金
の大口・多頻度割引最大50％が盛り込
まれ、ＥＴＣ2.0利用者を対象に平成29
年度も継続される見通しとなった。この
ほか、トラック運送業の生産性向上の促
進が盛り込まれた。国土交通省では、ト
ラック運送事業者による荷役の効率化を
支援するため、テールゲートリフターの
装着費用を補助することを検討している。

つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行

い
、29
年
度
か
ら
実
施
す
る

と
明
記
し
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、高

速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、高

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
第
94
回「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感
」

調
査
結
果（
４
～
６
月
期
、

速
報
）を
ま
と

め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、運
賃
水

準・輸
送
数
量
と

も
に
低
下
し
、

こ
れ
に
伴
い
景

況
感
の
判
断
指

標
は
▲（
マ
イ
ナ

ス
）40
・
７
で
、

前
期
比
９・
８

㌽
悪
化
し
た
。

　

業
種
別
に
み

る
と
、
一
般
貨

物
で
は
輸
送
数

量
の
指
標
が
▲
30
・
９
で
同

７
・
３
㌽
低
下
し
、
営
業
収

入
は
▲
23
・
９
で
同
７
・
９

㌽
、
営
業
利
益
は
▲
22
・
５

で
同
13
・
９
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪

化
し
た
。

　

宅
配
以
外
の
特
別
積
合

せ
貨
物
で
は
、輸
送
数
量
の

指
標
が
▲
26
・
５
で
同
１
・

０
㌽
低
下
と
や
や
水
準
を

下
げ
、
営
業
収
入

は
▲
18・
４
で
同

３・
９
㌽
、
営
業

利
益
は
▲
10
・
２

で
同
４・
７
㌽
そ

れ
ぞ
れ
悪
化
し

た
。

　
ま
た
、宅
配
貨

物
で
は
、輸
送
数

量
の
指
標
が
▲

30
・
０
で
同
27
・

０
㌽
の
大
幅
な

悪
化
と
な
り
、営
業
収
入
は

▲
20
・
０
で
同
32
・
１
㌽
悪

化
し
、マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落

ち
込
ん
だ
。
営
業
利
益
も
▲

30
・
０
で
同
20
・
９
㌽
低
下

と
大
幅
に
悪
化
し
た
。

　
運
賃
・
料
金
水
準
に
関
し

て
は
、一
般
貨
物
の
指
標
が

▲
７
・
０
で
同
４・
０
㌽
低

下
し
、加
え
て
宅
配
以
外
の

特
積
貨
物
は
▲
４・
１
で
同

22
・
３
㌽
の
大
幅
な
悪
化
と

な
り
、マ
イ
ナ
ス
水
準
に
転

じ
た
。
ま
た
宅
配
も
０・
０

で
同
15
・
２
㌽
も
水
準
を
下

げ
た
。　

　
実
働
率
は
▲
26
・
５
で
同

８・７
㌽
、実
車
率
は
▲
24
・

１
で
同
７
・
９
㌽
そ
れ
ぞ
れ

悪
化
。
ま
た
、雇
用
状
況（
労

働
力
の
過
不
足
）の
指
標
は

60
・
９
で
同
11
・
３
㌽
低
下

し
、不
足
感
は
弱
ま
っ
て
い

る
。

　
７
～
９
月
期
見
通
し
に
つ

い
て
は
、景
況
感
の
指
標
が

▲
44
・
４
で
今
期
比
３・
７

㌽
水
準
を
下
げ
、さ
ら
に
悪

化
す
る
見
込
み
。

　
一
般
貨
物
で
は
輸
送
数
量

は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、営
業

収
入
・
営
業
利
益
と
も
や
や

悪
化
す
る
見
込
み
。
宅
配
以

外
の
特
積
貨
物
も
輸
送
数
量

が
わ
ず
か
な
が
ら
低
下
し
、

営
業
収
入
・
営
業
利
益
と
も

悪
化
す
る
見
込
み
。
一
方
、

宅
配
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ

も
改
善
す
る
見
込
み
。

　

運
賃
・
料
金
水
準
は
、一

般
貨
物
と
宅
配
以
外
の
特
積

貨
物
が
い
ず
れ
も
や
や
水
準

を
下
げ
、宅
配
は
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
る
見
込
み
。

　

日
通
総
合
研
究
所
の「
企

業
物
流
短
期
動
向
調
査
」（
日

通
総
研
短
観
、
６
月
調
査
）

結
果
に
よ
る
と
、４
～
６
月

実
績（
見
込
み
、以
下
同
様
）

の
国
内
向
け
出
荷
量「
荷
動

き
指
数
」は
▲（
マ
イ
ナ
ス
）

14
で
、前
期（
１
～
３
月
）よ

り
３
㌽
悪
化
し
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
再
び
悪
化

し
、「
二
番
底
」を
探
る
状
況

に
あ
り
、足
元
で
は
ま
だ
荷

動
き
の
盛
り
上
が
り
は
期
待

し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

　

輸
送
機
関
別「
利
用
動
向

指
数
」
を
み
る
と
、
す
べ
て

の
輸
送
機
関
で
引
き
続
き
マ

イ
ナ
ス
。
一
般
ト
ラ
ッ
ク
は

▲
13
で
前
期
比
３
㌽
、特
別

積
合
せ
ト
ラ
ッ
ク
は
▲
12

で
同
５
㌽
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し

た
。
ま
た
、宅
配
便
も
▲
８

で
同
５
㌽
低
下
。

　
７
～
９
月
の「
荷
動
き
指

数
」
見
通
し
は
▲
５
で
、
４

～
６
月
実
績
比
９
㌽
上
昇
す

る
見
込
み
。

　

輸
送
機
関
別「
利
用
動
向

指
数
」
を
み
る
と
、
一
般
ト

ラ
ッ
ク
は
▲
３
で
同
10
㌽
、

特
別
積
合
せ
ト
ラ
ッ
ク
は
▲

４
で
同
８
㌽
、宅
配
便
は
▲

４
で
同
４
㌽
そ
れ
ぞ
れ
上
昇

す
る
見
込
み
。

　
す
べ
て
の
輸
送
機
関
で
改

善
方
向
だ
が
、引
き
続
き
マ

イ
ナ
ス
水
準
の
見
込
み
で
、

利
用
回
復
に
向
け
て
の
足
取

り
は
依
然
と
し
て
鈍
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
、非
正
規

雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

対
す
る
支
援
策
を
拡
充
し
、

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」

の「
賃
金
規
定
等
改
定
」（
処

遇
改
善
コ
ー
ス
）に
つ
い
て
、

８
月
５
日
か
ら
支
給
要
件
な

ど
を
緩
和
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
計
画
書
の
提
出
期
限

は
こ
れ
ま
で
、取
り
組
み
実

施
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
１

か
月
前
ま
で
だ
っ
た
が
、実

施
日
ま
で
に
変
更
。ま
た「
賃

　
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
は
８
月
５
日
、東
京
労
働

局
長
に
対
し
て
、平
成
28
年

度
東
京
都
最
低
賃
金
に
つ
い

て
、現
行
の
時
間
額
９
０
７

円
を
25
円（
２
・
76
％
）
引

き
上
げ
、９
３
２
円
に
改
正

す
る
こ
と
が
適
当
と
答
申
し

た
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
答
申
し
た
引
き
上
げ
額
の

目
安
に
基
づ
き
、答
申
し
た

も
の
。

　

な
お
、同
局
で
は
最
賃
の

引
き
上
げ
影
響
を
受
け
る
中

小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、

金
規
定
等
」の
運
用
期
間
に

つ
い
て
も
要
件
を
緩
和
し
、

新
た
に
作
成
し
た
場
合
で
も

過
去
３
か
月
の
賃
金
実
態
か

ら
み
て
、２
％
以
上
の
増
額

が
確
認
さ
れ
れ
ば
支
給
対
象

と
す
る
な
ど
、活
用
し
や
す

く
し
た
。
詳
細
は
厚
労
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
」を
参
照
。

　
同
省
の
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
が
、平
成
28
年
度
地
域

別
最
低
賃
金
額
の
引
き
上

げ
額
の
目
安
を
答
申
し
、目

安
通
り
改
定
さ
れ
れ
ば
、全

国
加
重
平
均
で
時
間
額
24
円

（
３
％
）引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、最
賃
引
き
上

げ
に
向
け
た
環
境
整
備
の
支

援
策
に
つ
い
て
、経
済
産
業

省
と
検
討
し
、第
一
弾
の
措

置
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

　
近
代
化
基
金
融
資
の
貸
出

金
利
が
８
月
10
日
か
ら
０
・

05
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
０
・

95
％
に
な
っ
た
。
長
期
プ
ラ

イ
ム
レ
ー
ト
の
変
更
に
伴
う

も
の
で
、７
月
に
０
・
90
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、再

び
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
・
労
務
管

理
に
関
す
る
課
題
に
対
し
て
、

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
無
料
相

談
に
応
じ
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。

　
▽
東
京
都
最
低
賃
金
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
京

労
働
基
準
協
会
連
合
会
内
、

☎
０
１
２
０・
３
１
１・
６

１
５
）

企業物流短観
日 通 総 研

景
況
感
調
査 

４
～
６
月
期

７～９月期も悪化の見通し

荷
動
き
指
数
悪
化
し

「
二
番
底
」
探
る
状
況

時
間
額
９
３
２
円

へ
の
改
正
を
答
申

厚 労 省

キャリアアップ
助成金

活用促進へ要件緩和

東 

京 

地 

方

最
賃
審
議
会

４
～
６
月

実  

績

近
代
化
基
金
融
資

金
利
０
・
95
％
に

高速大口・多頻度５割引継続へ
生産性向上へ荷役効率化支援も

政
府・
経
済
対
策
の
中
身

全ト協判断指標▲40.７に悪化
運賃・輸送数量とも低下

（３） 第1110号経 営 ２０16年（平成28年） ８月25日



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

１
日　
指
導
監
査
▽
事
務
局

部
長
会

３
日　
物
流
経
営
士
課
程

４
日　

広
報
・
情
報
委
員
会

　
▽
関
ト
協
正
副
会
長
会
議

▽
同
常
任
理
事
会
▽
ロ
ジ

研
正
副
本
部
長
会
議
▽
同

納
涼
会
▽
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

各
都
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長

会
議

５
日　
女
性
部
幹
事
会
▽
同

　
研
修
会
▽
環
境
委
員
会

６
日　
初
任
運
転
者
特
別
講

習（
～
７
日
）

７
日　
運
行
管
理
者
試
験
事

前
講
習
会

８
日　
事
務
局
部
長
会
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
10
日
）

10
日　
海
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
定
例
業
務
委
員
会
▽

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
理
事
会
▽

50
周
年
記
念
式
典
実
行
委

員
会
・
同
祝
賀
会
実
行
委

員
会
合
同
会
議

７
７
５
▽
一
般
貨
物

【
多
摩
支
部
】

　
◆
山
繁
陸
運
株
式
会
社
＝

多
摩
市
永
山
７
の
２
の
１
、

美
多
加
堂
内
▽
☎
０
４
２
・

３
５
７
・
３
２
５
６
▽
一
般

貨
物（
普
通
車
17
台
）、利
用

運
送

　
◆
日
本
図
書
輸
送
株
式
会

社
＝
八
王
子
市
宇
津
木
町
６

７
２
の
１
▽
☎
０
４
２
・
６

４
５
・
７
０
１
６
▽
一
般
貨

物（
普
通
車
12
台
、
小
型
車

１
台
）

　
◆
株
式
会
社
國
昭
輸
送
＝

武
蔵
村
山
市
大
南
２
の
３
の

１
▽
☎
０
４
２
・
５
６
９
・

８
０
８
２
▽
一
般
貨
物（
普

通
車
42
台
、
小
型
車
１
台
、

け
ん
引
車
13
台
、被
け
ん
引

車
13
台
）

【
千
代
田
支
部
】

　
◆
有
限
会
社
大
拓
＝
江
東

区
牡
丹
３
の
19
の
５
▽
☎

03
・
６
４
５
８
・
８
７
３
４

▽
一
般
貨
物（
普
通
車
７
台
、

小
型
車
15
台
）、
軽
車
両
等

運
送（
軽
貨
物
車
７
台
）

【
大
田
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ

Ｏ
＝
大
田
区
東
海
３
の
２
の

６
大
田
市
場
内
X
の
８
▽
☎

03
・
６
４
１
１
・
１
８
１
１

▽
一
般
貨
物（
普
通
車
18
台
、

小
型
車
５
台
）、利
用
運
送

【
墨
田
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
シ
ー
ジ
ー
エ

ス
＝
墨
田
区
堤
通
２
の
12
の

２
▽
☎
03
・
３
６
１
４
・
６

４
日
㈰　
６
時
＝
東
京
都
総

合
防
災
訓
練（
東
京
都
塩

浜
備
蓄
倉
庫
）

６
日
㈫　
正
午
＝
重
量
品
専

門
部
会
委
員
会（
東
ト
総

合
会
館
）
▼
13
時
30
分
＝

運
輸
安
全
委
員
会（
同
）▼

16
時
＝
第
16
期
物
流
経
営

士
課
程
修
了
式（
同
）

７
日
㈬　
16
時
＝
引
越
専
門

部
会
役
員
・
二
委
員
会
合

同
会
議（
東
ト
総
合
会
館
）

８
日
㈭　
10
時
＝
50
周
年
記

念
式
典
実
行
委
員
会
・
同

祝
賀
会
実
行
委
員
会
合
同

会
議（
東
ト
総
合
会
館
）

▼
13
時
＝
総
務
委
員
会

（
同
）▼
15
時
＝
労
務
厚
生

委
員
会（
同
）▼
17
時
＝
青

年
部
正
副
本
部
長
会
議

（
同
）▼
18
時
15
分
＝
同
幹

事
会（
同
）

12
日
㈪　
10
時
30
分
＝
50
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）
▼
12

時
＝
正
副
会
長
会（
同
）▼

13
時
30
分
＝
常
任
理
事
会

（
同
）▼
14
時
＝
ロ
ジ
研
正

副
本
部
長
会
議（
同
）▼
15

時
30
分
＝
同
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー（
同
）

15
日
㈭　
13
時
＝
関
ト
協
事

業
者
大
会（
水
戸
プ
ラ
ザ
）

▼
18
時
＝
同
懇
親
会（
同
）

を
設
置
し
て
、
運
賃

問
題
を
は
じ
め
と
し

た
業
界
課
題
へ
の
対

応
策
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
検
討
を
進
め

る
方
針
だ
。

　

新
執
行
部
発
足

後
、初
の
委
員
会
で
、

委
員
長
に
藤
倉
副
会

長
、
委
員
長
代
理
に

は
田
中
敏
之
副
会
長

が
就
任
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
藤
倉
委
員

長
は「
運
賃
、
労
働

力
確
保
、
駐
車
問
題

な
ど
、
業
界
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問

題
が
山
積
し
て
い

問
題
が
提
起
さ
れ

た
こ
と
を
受
け

て
、
国
土
交
通
省

が「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
適
正
運
賃

・
料
金
検
討
会
」

を
設
置
し
た
こ
と

に
言
及
し
、「
そ

の
動
向
に
注
目
し

委
員
会
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
さ
ら
に
今
後
の

検
討
・
審
議
に
当

た
り
、「
結
果
を

出
す
こ
と
に
拘
っ

て
い
き
た
い
」
と

し
、
な
か
な
か
具

体
的
な
進
展
が
見

同
委
員
会
に
設
置
し
て
い

た
、
駐
車
問
題
対
策
、
適
正

運
賃
収
受
の
各
検
討
小
委
員

会
で
の
審
議
・
対
応
状
況
に

つ
い
て
報
告
。

　

駐
車
問
題
に
関
し
て
は
、

集
配
業
務
に
支
障
を
来
す
問

題
と
し
て
、警
視
庁
や
東
京

都
議
会
に
規
制
見
直
し
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、当
面
の

対
応
策
と
し
て「
駐
車
規
制

緩
和
区
間
」の
設
置
拡
大
に

向
け
、４
地
域
で
地
元
の
商

店
街
連
合
会
な
ど
と
協
議
を

実
施
し
た
。
し
か
し
、進
展

を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、運
賃
問
題
に
つ
い

て
は
、業
界
団
体
と
し
て
対

応
可
能
な
方
策
を
め
ぐ
り
、

公
正
取
引
委
員
会
の
担
当
官

と
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、23
年
度
に
当
時
の

運
賃
問
題
検
討
委
員
会
が
ま

と
め
た
実
態
調
査
結
果
の
公

表
に
関
し
て
、相
談
し
指
導

を
受
け
た
が
、調
査
結
果
を

そ
の
ま
ま
公
表
す
る
こ
と
に

　
東
ト
協
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会（
委
員
長
＝
鈴

木
一
末
副
会
長
）は
８
月
10

日
、
東
ト
総
合
会
館
で
、
同

委
員
会
の
も
と
に
設
置
し
て

い
る
、記
念
式
典
・
記
念
祝

賀
会
各
実
行
委
員
会
の
第
１

回
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

　

同
日
は
ま
ず
、新
た
に
記

念
事
業
実
行
委
員
長
に
就
任

し
た
鈴
木
副
会
長
を
は
じ

め
、記
念
式
典
実
行
委
員
長

の
鈴
木
健
之
副
会
長
、祝
賀

会
実
行
委
員
長
の
佐
久
間
恒

好
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

　
こ
れ
ま
で
各
実
行
委
で
検

討
を
行
っ
て
き
た
が
、10
月

12
日
に
開
催
す
る
記
念
式
典

・
祝
賀
会
を
控
え
、
合
同
会

議
を
開
催
し
た
も
の
。

　

議
題
と
し
て
は
、50
周
年

記
念
事
業
全
体
の
実
施
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、記
念
式
典
・
祝
賀
会
の

開
催
概
要
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
、お
お
む
ね
原
案
通
り

承
認
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
千
原
武
美

会
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、永

年
在
任
役
員
へ
の
感
謝
状
、

お
よ
び
永
年
勤
続
本
部
・
支

部
職
員
に
対
す
る
表
彰
状
の

授
与
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
祝
賀
会
で
は
、記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す

る
、東
京
都
へ
の
記
念
植
樹

の
目
録
贈
呈
な
ど
を
行
う
ほ

か
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
東
ト
協
の
歩
み
や
事
業
活

動
な
ど
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

映
像
を
放
映
予
定
。

　

な
お
、50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
は
記
念
式
典
・
祝
賀

会
の
ほ
か
、「
東
ト
協
50
年

史
」
発
刊
や「
ト
ラ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　
２
０

１
６
」
開
催
、
お
よ
び
社
会

貢
献
活
動
と
し
て「
ト
ラ
ッ

ク
の
森
」
づ
く
り（
記
念
植

樹
）、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
救
急

救
命
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

は
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て

審
議
。
長
時
間
労
働
や
労
働

力
不
足
問
題
に
つ
い
て
も
、

そ
の
根
底
に
は
運
賃
問
題
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
取
り
組

み
強
化
を
求
め
る
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
た
。

　
藤
倉
委
員
長
は
、「
こ
れ
ま

で
の
審
議
結
果
な
ど
を
プ
ラ

ス
に
し
て
結
果
を
出
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
上

で「
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
提
案

し
、了
承
さ
れ
た
。

　

東
ト
協
は
こ
の
ほ
ど
、

会
員
事
業
者
の
円
滑
な
事

業
経
営
に
資
す
る
た
め
、

各
種
支
援
制
度
な
ど
を
ま

と
め
た
冊
子「
平
成
28
年

度
補
助
・
助
成
制
度
及
び

助
・
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
や
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
た
も
の
。

　

具
体
的
に
は
、資
金
繰
り

に
関
す
る
支
援
制
度
と
し

度
―
の
各
制
度
。

　
ま
た
各
種
補
助
・
助
成
制

度
に
関
し
て
は
、①
信
用
保

証
料
助
成
②
環
境
対
策
に
係

る
補
助
③
交
通
安
全
対
策
に

係
る
助
成
④
健
康
診
断
受
診

に
係
る
助
成
―
の
各
制
度

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、東
ト
協
や
東

京
都
・
区
市
の
ト
ラ
ッ
ク
購

入
に
関
す
る
融
資
制
度
の
一

覧
を
掲
載
。

　
冊
子
の
内
容
は
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
交
付
金
会
計
部（
☎
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
６
）

て
、
①
信
用
保
証

制
度
②
東
京
都
の

融
資
制
度
③
商
工

中
金
の
融
資
制
度

④
近
代
化
基
金
融

資
制
度
⑤
区
市
の

経
営
支
援
融
資
制

　

東
ト
協
は
10
月
に
、運
送

業
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す「
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
す
る
。

る
」
と
し
、
政
治
や
関
係
行

政
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。

　

ま
た「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
」
で
、
運
賃

い
出
せ
な
い
状
況
の
打
開
に

取
り
組
む
方
針
を
強
調
し

た
。

　
引
き
続
き
、委
員
の
委
嘱・

紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、副
委

員
長
に
大
島
弥
一
氏（
新
宿

支
部
長
）を
選
任
し
た
。

　

議
事
で
は
、前
年
度
ま
で

　
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
物
流

政
策
委
員
会（
委

員
長
・
藤
倉
泰

徳
副
会
長
）は

８
月
23
日
、
東

ト
総
合
会
館
で

平
成
28
年
度
第

２
回
委
員
会
を

開
催
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
駐
車

や
運
賃
問
題
に

関
す
る
審
議
・

対
応
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
今

後
、
小
委
員
会

融
資
制
度
の

手
引
」（
写
真
）

を
発
行
し
た
。

　
各
種
の
補

　

Ａ
日
程
は
10
月
４
・
５

日
、Ｂ
日
程
は
同
６
・
７
日

の
い
ず
れ
も
２
日
間
コ
ー
ス

（
１
レ
ッ
ス
ン
約
２
時
間
）。

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、会
場
は
東
ト
総

合
会
館
６
階
研
修
室
。

　
定
員
は
Ａ
・
Ｂ
日
程
各
20

人
の
計
40
人（
先
着
順
、
１

社
１
人
を
優
先
）。

　
研
修
内
容
は
エ
ク
セ
ル
の

基
礎
や
活
用
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
作
成
・
活
用
な
ど
。
レ

ベ
ル
に
応
じ
、
希
望
す
る
レ

ッ
ス
ン
の
み
の
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）。
全

レ
ッ
ス
ン
受
講
、１
レ
ッ
ス

ン
の
み
の
受
講
で
も
同
額
。

　
申
し
込
み
期
限
は
９
月
21

日（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
る
）。「
参
加
申
込
書
」

に
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

す
る
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
教
育
研
修
部

（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５

９
・
６
０
２
０
）

【
8
月
1
〜
15
日
】

【
9
月
1
〜
15
日
】

運賃問題などの打開に向けて
小委員会設け対応策を検討へ

東
ト
協

 

第
１
回 

合
同
会
議

  

式
典
概
要
な
ど
を
承
認

50周年記念事業／記念式典・
祝賀会各実行委員会

副
委
員
長
に
大
島
氏

東ト協

各
種
補
助
・
助
成
制
度

利
用
案
内
の
冊
子
発
行

パソコンセミナー
 ＩＴスキル
 の向上へ

10
月
に

　

２
日
程
で
開
催

東
ト
協
　
物
流
政
策
委
員
会

 藤倉 委員長

 田中 委員長代理

鈴木 委員長

第1110号 （４）協 会２０16年（平成28年） ８月25日
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　東京都トラッ
ク協会は、江戸
川区臨海町（葛西
トラックターミナ
ルそば）に立体自
動倉庫式の「東
ト協カードロッ
カー」を保有し
ており、会員事
業者は格安料金
で利用できる。
　また、契約個数５個以上など一定の
基準を満たす利用の場合、さらに格安
料金となる「代理店制度」を設けてお
り、積極的な活用を呼びかけている。
　「東ト協カードロッカー」は、コンテナ
532 個を格納可能。各コンテナ容量は８㎥
（間口２m× 奥行２m× 高さ２m）で、積
載荷重は最大 1.7t。

　コンテナの呼び出しはＩＣカードと暗証
番号で行い、自動的に１階のピッキングル
ームに出てくる。ピッキングルームは、プ
ライバシーやセキュリティを確保している。

【 問い合わせ先 】
東ト協施設管理課

      ☎ 03 – 3359 – 4133
[ 指定代理店制度 ] 基準

▽ 指定代理店の範囲＝東ト協会員および東
ト協連会員 ▽契約個数・期間＝５個以上・
１年以上 ▽ 利用料金＝１個当たり 8,640
円（税込み）
　※継続割引はないが、保証金を免除。
利用料金は３か月分前納が条件。

東ト協カードロッカー概要

◆所在地　江戸川区臨海町 3-1-1  
         （首都高速湾岸道路「葛西ランプ」から約1.5km）
◆営業時間　午前 8 時～午後 8 時
               年中無休（１月 1・２・３日を除く）

◆利用料金
    会員価格・月額 14,040円（税込み）
    継続割引 年額 154,440円（税込み）       
    保証金　13,000円（解約時に返金）       

　

東
ト
協
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

研
究
会
は
９
月
12
日
、平
成

28
年
度
第
１
回
オ
ー
プ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
時
間

は
午
後
３
時
30
分
か
ら
５
時

ま
で
、会
場
は
東
ト
総
合
会

館
４
階
会
議
室
。
参
加
費
は

無
料
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
京
都
大
学

大
学
院
工
学
研

究
科
教
授
・
レ

業
界
～
安
全
を
確
保
し
て
再

生
産
が
可
能
な
運
賃
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

　
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、
三
組
織
を
は
じ
め
、
ロ

ジ
研
以
外
か
ら
の
参
加
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
る
。な
お
、

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、交
流

会（
会
費
１
人
１
０
０
０
円
）

を
開
催
す
る
。

　
申
し
込
み
は
９
月
５
日
ま

で
。
セ
ミ
ナ
ー
申
込
書
に
記

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
８
月
22
日
か

ら
、第
17
期
物
流
経

営
士
課
程
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
る
。

業
界
の
次
代
を
担
う

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

経
営
者
の
育
成
講
座

で
あ
り
、
積
極
的
な

受
講
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
募
集
期
間
は

９
月
30
日
ま
で
。

　
開
講
式
は
10
月
26
日
に
実

施
。
29
年
８
月
に
か
け
て
お

お
む
ね
10
か
月
に
わ
た
り
、

実
践
的
な
研
修
を
行
う
も
の

で
、所
定
の
講
座
を
受
講
修

了
し
、資
格
認
定
試
験
に
合

格
し
た
者
は
、全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
認
定
の「
物
流
経

営
士
」資
格
が
授
与
さ
れ
る
。

　
主
な
受
講
メ
リ
ッ
ト
は
次

の
通
り
。

　

①
専
門
講
師
陣
に
よ
り
、

経
営
の
基
礎
か
ら
今
後
の
物

流
の
方
向
性
ま
で
、幅
広
い

知
識
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、経
営
者
と
し
て
の

視
野
拡
大
が
図
れ
る
と
と
も

に
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
営
業

能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
が
図
れ
る

　
②
新
分
野
か
ら
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

い
ち
早
く
有
効
な
情
報
を
見

い
出
し
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
能
力
の
向
上
が

図
れ
る

　
③
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ー
タ
処

理
技
術
や
パ
ソ
コ
ン
を
用
い

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析

な
ど
、高
度
情
報
化
時
代
に

必
須
の
ス
キ
ル
を
学
べ
る

　

④
宿
泊
研
修
を
含
む
10

か
月
間
の
長
期
研
修
を
通
じ

て
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
る

【
受
講
資
格
】

　
東
ト
協
お
よ
び
関
東
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業
者
、

ま
た
は
そ
の
社
員
で
、経
営

管
理
者
の
経
験
３
年
以
上
、

も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
。
こ
の
ほ
か
会
長
が
特
に

認
め
た
者

【
募
集
定
員
】

　
32
人

【
研
修
期
間
】

　

お
お
む
ね
10
か
月
間（
10

月
26
日
～
29
年
８
月
２
日
）。

授
業
時
間
は
総
計
１
４
５
時

間（
そ
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ス
タ

デ
ィ
ー
10
時
間
）

【
受
講
日
・
時
間
】

　

一
般
講
義（
東
ト
総
合
会

館
）
／
原
則
と
し
て
、水
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
45

分（
変
更
の
場
合
あ
り
）。

コ
ン
テ
ス
ト（
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
主
催
）に
、
東
京

都
代
表
と
し
て
出
場
す
る
４

選
手
を
決
定
し
た
。

　
先
に
開
催
し
た
第
37
回
東

ト
協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
の
結
果
や
、全
国
ド
ラ

コ
ン
出
場
規
定
を
踏
ま
え
決

定
し
た
も
の
。

　

代
表
選
手
は
、11
㌧
部
門

が
平
野
智
英
さ
ん（
日
本
郵

便
輸
送
東
京
支
社
東
京
北
営

業
所
・
千
代
田
支
部
）、
４

㌧
部
門
が
東
ト
協
ド
ラ
コ
ン

で
総
合
優
勝
し
た
海
江
田

克
夫
さ
ん（
日
本
通
運
関
東

警
送
支
店
東
京
警
送
事
業

所
・
港
支
部
）、
女
性
部
門

が
柏
﨑
さ
く
ら
さ
ん（
ハ
ナ

ワ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
東
京
営

業
所
・
中
央
支
部
）、
ト
レ

ー
ラ
部
門
が
丸
山
光
幸
さ
ん

（
京
浜
運
送
・
大
田
支
部
）。

　

ト
レ
ー
ラ
部
門
を
除
き
、

い
ず
れ
も
東
ト
協
ド
ラ
コ
ン

各
部
門
の
優
勝
者
。
ト
レ
ー

ラ
部
門
は
、齋
藤
清
光
さ
ん

（
日
本
通
運
東
京
海
運
支
店

自
動
車
事
業
所
・
港
支
部
）

が
優
勝
し
た
が
、４
㌧
部
門

代
表
選
手
の
海
江
田
さ
ん
と

所
属
企
業
が
同
じ
た
め
、ト

レ
ー
ラ
部
門
は
丸
山
さ
ん
が

代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
ト
協
は
10
月
22
・
23
日
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安

全
運
転
中
央
研
修
所
で
、第

48
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
。
10
月
22
日
に
実
科
競

技（
運
転
技
能
・
点
検
）と

学
科
競
技（
法
規
・
構
造
機

能
・
運
転
常
識
）、
翌
23
日

に
実
科
競
技（
２
日
目
）を

行
う
。

　

表
彰
式
は
10
月
24
日
、
東

京
都
千
代
田
区
の
ス
ク
ワ
ー

ル
麹
町
で
開
催
す
る
。
総
合

優
勝
者
に
は
、プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
日
本
一
と
し
て
、内
閣

総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
。 　

こ
の
ほ
か
、パ
ソ
コ
ン
演

習（
３
日
間
）、宿
泊
研
修（
１

泊
２
日
）２
回（
11
月
と
29
年

６
月
予
定
）、
企
業
見
学
会

（
29
年
６
月
予
定
）１
回

【
受
講
料
】

　

東
ト
協
・
関
ト
協
会
員

事
業
者
お
よ
び
そ
の
社
員

＝
35
万
円
▽
そ
の
他
の
者
＝

40
万
円（
い
ず
れ
も
税
込
み
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

所
属
支
部（
関
東
各
県
ト

協
会
員
は
所
属
協
会
）を
通

じ
て
、東
ト
協
教
育
研
修
部

へ
申
込
書
を
郵
送
、ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
教
育
研
修
部

（
〒
１
６
０
―
０
０
０
４ 

新

宿
区
四
谷
３
の
１
の
８
、東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
、
☎

03
・
３
３
５
９・
４
１
３

７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５
９

・
６
０
２
０
）

　

東
ト
協
は
こ
の
ほ
ど
、10

月
に
開
催
さ
れ
る
第
48
回
全

国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

第
17
期 

物
流
経
営
士
課
程

　
東
ト
協
女
性
部
は
８
月
５

日
、東
ト
総
合
会
館
で
平
成

28
年
度
研
修
会
を
開
催
し
、

オ
ー
プ
ン
研
修
と
し
て
女
性

部
を
は
じ
め
、三
組
織
の
会

員
事
業
者
や
そ
の
管
理
者
・

運
転
者
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、警
視
庁
交

通
部
交
通
総
務
課
高
齢
者
二

輪
車
交
通
安
全
対
策
係
の
小

野
博
司
係
長
が「
高
齢
者
の

交
通
安
全
対
策
」を
テ
ー
マ

に
講
演
。

　
高
齢
運
転
者
の
認
知
症
に

よ
る
誤
操
作
事
故
が
マ
ス
コ

ミ
で
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
る

が
、免
許
取
得
率
と
比
較
す

る
と
、事
故
の
発
生
割
合
は

多
い
も
の
の
、死
亡
・
重
傷

な
ど
重
大
事
故
の
割
合
は
低

い
と
指
摘
。
対
策
と
し
て
免

許
更
新
時
の
検
査
強
化
や
、

運
転
免
許
の
自
主
返
納
な
ど

を
進
め
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

一
方
、高
齢
歩
行
者
に
つ

い
て
は
死
亡
事
故
の
割
合

が
高
く
、身
体
能
力
や
視
野

な
ど
の
衰
え
を
運
転
者
側
も

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
指

摘
。
警
視
庁
で
は「
全
て
の

高
齢
者
に
行
き
届
く
、交
通

安
全
指
導
啓
発
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、対
策
を
強
化
し
て

い
る
と
説
明
し
た
。

　
そ
の
上
で
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、運
転
者
・
歩

行
者
と
も「
ル
ー
ル
を
守
る
」

「
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
」

こ
と
、
さ
ら
に
は「
自
分
を

目
立
た
せ
る
」こ
と
が
大
切

と
指
摘
し
、そ
の
方
法
と
し

て
反
射
材
の
活
用
や
、夕
暮

れ
時
な
ど
の
早
め
の
ラ
イ
ト

オ
ン
を
呼
び
か
け
た
。

　

東
ト
協
は
10
月
に
、
平
成

28
年
度
第
２
回
引
越
基
本
講

習
お
よ
び
第
３
回
引
越
管
理

者
講
習
を
実
施
す
る
。

　
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
の
認
定
を
受
け
る
に
は
、

引
越
管
理
者
講
習
の
修
了
者

が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
が
要

件
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

同
講
習
を
受
講
す
る
に
は
、

ま
ず
引
越
基
本
講
習
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
る
。
講
習
日

時
な
ど
は
次
の
通
り
。

　

▽
第
２
回
引
越
基
本
講
習

＝
10
月
18
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
、
東
ト
総
合
会
館
７

階
大
会
議
室
／
申
し
込
み
は

10
月
４
日
ま
で

　

▽
第
３
回
引
越
管
理
者
講

習
＝
10
月
27
日
午
後
零
時
45

受
講
費（
１
人
）は
い
ず
れ
も

引
越
専
門
部
会
員
１
０
０
０

円
、
部
会
員
以
外
３
５
０
０

円
。

　

申
し
込
み
方
法
は
、
受
講

申
込
書
お
よ
び
申
込
書
兼
受

講
票
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
す
る
。

　

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
事
業
振
興
部

（
☎
03
・
３
３
５
９・
３
４
０

１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５
９
・

４
９
８
３
）

　

東
ト
協
は
、９
月
４
日
に

実
施
さ
れ
る
平
成
28
年
度「
東

京
都
・
葛
飾
区
・
墨
田
区
合

同
総
合
防
災
訓
練
」に
参
加

し
、救
援
物
資
の
緊
急
輸
送

訓
練
な
ど
を
行
う
。

　

合
同
総
合
防
災
訓
練
は
、

９
月
１
日
に
東
京
湾
北
部
で

強
い
地
震
が
発
生
し
、都
内

東
部
地
区
で
大
き
な
被
害
が

生
じ
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ

る
も
の
。

　

東
ト
協
で
は
、墨
田
・
葛

飾
支
部
の
ト
ラ
ッ
ク
を
出
動

さ
せ
て
訓
練
に
参
加
。
深
川

警
察
署
か
ら
緊
急
通
行
車
両

証
の
発
行
を
受
け
、都
救
助

物
資
備
蓄
倉
庫（
塩
浜
備
蓄

倉
庫
）か
ら
救
援
物
資
を
積

ん
で
、「
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か

つ
し
か
」に
設
置
さ
れ
た
区

救
援
物
資
集
積
所
に
輸
送
す

る
訓
練
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

緊
急
輸
送
現
地
本
部
訓
練
や

緊
急
輸
送
車
両
へ
の
燃
料
給

油
訓
練
な
ど
を
行
う
。

　

あ
わ
せ
て
、第
37
回「
九

都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」（
８

月
21
日
を
は
じ
め
６
日
間
）

に
参
加
。
城
東
・
深
川
支
部

の
ト
ラ
ッ
ク
が
出
動
し
、塩

浜
備
蓄
倉
庫
か
ら
横
浜
市
の

訓
練
会
場
な
ど
へ
の
救
援
物

資
輸
送
訓
練
を
行
う
。

分
～
５
時
30
分
／
申
し

込
み
は
10
月
13
日
ま
で

　

定
員
は
各
講
習
と
も

１
０
０
人（
定
員
に
な

り
次
第
、
受
付
終
了
）。

ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
長
の
藤
井
聡

氏
が
、「
今
後
の
運
送

入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す
る
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
教
育
研
修
部

（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５

９
・
６
０
２
０
）

東ト協

カードロッカー
会員は割安料金で利用可能
５個以上利用、代理店制度も

ロ
ジ
研
Ｏ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

運
賃
収
受
問
題
を
テ
ー
マ
に

受
講
生
を
募
集
中

第 48 回

全国ドラコン
東京代表
４選手を決定

茨
城・ひ
た
ち
な
か
市

10
月
22
・
23
日

ト
ラ
ッ
ク
事
業
経
営
者
の
育
成
講
座

実
践
的
な
研
修
で
経
営
ス
キ
ル
向
上

募集期間9月30日まで 東 ト 協

東ト協  女性部研修会

高齢運転者・歩行者
の事故防止をテーマ

引
越
講
習

28
年
度 

基
本
講
習 

　

10
月
18
日

管
理
者
講
習 

10
月
27
日９月12日

開 催

東 ト 協

東京都総合防災訓練に
参加し、救援物資輸送

９月４日実施

全
国
ド
ラ
コ
ン

11 トン
平野さん

女性
柏﨑さん

４トン
海江田さん

トレーラ
丸山さん

第1110号協 会 ２０16年（平成28年） ８月25日（５）



日 時    ８月４日（木）  16時15分頃発生 （晴天）
場 所 江戸川区内（篠崎街道〈都道〉）

当事者  事業用普通貨物車（20歳代後半）×歩行者（男性７歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用普通貨物車は、篠崎街道を、千葉街道方
向から京葉道路方向へ直進する際、左方から右
方へ進行してきた歩行者に衝突、轢過したもの
（信号現示については確認中）。

日 時    ８月５日（金）  ３時05分頃発生 （晴天）
場 所 千代田区内（都心環状線〈外回り〉）

当事者
 事業用中型貨物車（40歳代後半）×駐車車両（運転者不在）

　  ×歩行者（男性48歳 死亡）×歩行者（50歳代後半）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要

事業用中型貨物車は、都心環状線（外回り）を三
宅坂ＪＣＴ方向から竹橋ＪＣＴ方向へ進行する
際、左前方の安全確認不十分で進行したため、第
一通行帯で高所作業中の作業台に衝突し、作業
台上の作業者２名（うち、１名〈男性48歳〉死亡）
が落下したもの。

日 時    ８月５日（金）  ６時14分頃発生 （晴天）
場 所 中野区内（新青梅街道〈都道〉）

当事者  自転車（男性52歳 死亡）× 事業用中型貨物車（30歳代後半）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
自転車は、信号機のある交差点の横断歩道を横
断する際、左方から右方へ直進中の事業用中型
貨物車と衝突したもの（信号現示については確
認中）。

日 時    ８月10日（水）  ９時16分頃発生 （晴天）
場 所 渋谷区内（明治通り〈都道〉）

当事者  事業用中型貨物車（50歳代後半）×歩行者（女性25歳 死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要
事業用中型貨物車は、明治通りの並木橋交差点
を恵比寿方向から代官山方向に左折する際、横
断歩道を右方から左方へ進行していた歩行者と
衝突し、轢過したもの。

◎交差点付近では歩行者の急な横断等危険を予測し
　た運転を徹底すること !!

◎漫然運転は絶対にしない !!

◎横断歩道手前では、自転車の急な横断等危険を予
　測した運転を徹底すること !!

◎左右の見通しがきかない交差点は徐行とともに、
　横断歩道上の歩行者確認を怠るな !!

　　　　営業用トラック関与の交通事故
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発
生
件
数

大
型

１当件数 77 37 18 4 0 14 5 0 0 50 205
関与事故件数 81 37 18 4 0 14 5 0 0 85 244
（前年比） -13 -23 ±0 -9 ±0 +1 +3 ±0 -3 +14 -30

中
型

１当件数 122 128 40 9 2 17 10 0 1 90 419
関与事故件数 125 129 52 9 2 17 10 0 1 171 516
（前年比） -2 -17 -15 -18 +1 -10 -5 -3 ±0 -41 -110

普
通
・
軽

１当件数 218 133 91 19 7 45 13 3 1 133 663
関与事故件数 226 133 112 19 7 45 13 3 1 329 888
（前年比） +13 +7 -13 -7 +2 +9 +2 -1 -1 +15 +26

合
計

１当件数 417 298 149 32 9 76 28 3 2 273 1,287
関与事故件数 432 299 182 32 9 76 28 3 2 585 1,648
（前年比） -2 -33 -28 -34 +3 ±0 ±0 -4 -4 -12 -114

死
者
数

大型貨物車（１当） 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 4
中型貨物車（１当） 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 3
普通・軽貨物車（１当） 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2

平成28年 7月末
（ 本年累計 ）違反別

注：営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の
　　件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。
※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

　平成28年7月
末現在の都内全
域の交通事故発
生件数（本年累
計）は18,275件

で、前年同期比1,524件減
少し、死者数は88人で同
10人の減少となった。
　営業用貨物車の関与事
故（「違反別」表の下段「注」
参照）発生件数（本年累計）
は、1,648件で前年同期比

114件減少し、死者数は９
人で同７人の減少となっ
た。
　事故類型別では、右左折
時の車両相互事故が203
件で前年同期比14件減少
し、死者数は２人だった。
　違反別では、一時不停止
による関与事故件数が９
件で、前年同期比３件の増
加となっている。

　

警
視
庁
は
、ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
小
学
２
年
生
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、８
月
８
日
付
で
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
、

大
澤
裕
之
交
通
部
長
名
の
要

請
文
書「
重
大
交
通
事
故（
小

学
児
童
）の
発
生
に
伴
う
交

通
安
全
対
策
の
お
願
い
に
つ

い
て
」
を
発
出
し
、
同
様
の

直
進
し
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク

が
、横
断
歩
道
を
横
断
中
の

小
学
２
年
生
の
男
子
児
童
と

衝
突
・
轢
過
し
、死
亡
さ
せ

た（「
ト
ラ
ッ
ク
事
故
速
報
」

参
照
）。

　
こ
れ
に
よ
り
都
内
で
は
今

年
、小
学
児
童
が
犠
牲
と
な

っ
た
交
通
事
故
が
４
件
発
生

し
、折
し
も
児
童
の
外
で
の

活
動
が
活
発
に
な
る
夏
休
み

る
安
全
意
識
の
向
上
と
適
切

な
運
行
管
理
が
重
要
と
し
、

各
事
業
所
の
取
り
組
み
強
化

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、乗
務
員
に

対
し
て
①
交
差
点
を
通
行
す

る
際
の
安
全
確
認
の
励
行
、

②
飛
び
出
し
な
ど
の
危
険
を

予
測
し
た
運
転
の
励
行（
か

も
し
れ
な
い
運
転
の
徹
底
）、

③
漫
然
運
転
の
排
除
、④
生

活
道
路
な
ど
に
お
け
る
、よ

り
慎
重
な
運
転
の
励
行
―

な
ど
を
指
導
し
徹
底
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

期
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、注

意
喚
起
の
文
書
を
発
出
し
た

も
の
だ
。

　
こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
抑

止
に
は
、乗
務
員
の
さ
ら
な

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、会
員
事
業
者
の
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
が
第
一
当
事
者
の

交
通
死
亡
事
故
が
８
月
10

日
、渋
谷
区
内
の
交
差
点
で

発
生
し
た
。

　
会
員
一
当
死
亡
事
故
の
発

生
は
今
年
４
件
目
で
、前
年

同
期
よ
り
１
件
少
な
い
が
、

５
月
以
来
、３
か
月
間
発
生

し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
残

念
な
事
態
と
な
っ
た
。

な
お
、会
員
関
与
の
死

亡
事
故
は
、７
件
で
同

１
件
少
な
い
。

　
今
年
発
生
し
た
会
員

死
亡
事
故
の
抑
止

に
取
り
組
む
よ
う

求
め
て
い
る
。

　
こ
の
死
亡
事
故

は
８
月
４
日
、
江

戸
川
区
内
の
篠
崎

街
道
の
交
差
点
で

起
き
た
も
の
で
、

一
当
死
亡
事
故
は
、４
件
と

も
す
べ
て
交
差
点
で
起
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、東
ト
協
で

は
改
め
て
会
員
に
対
し
て
注

意
喚
起
す
る
と
と
も
に
、運

転
者
に
交
差
点
で
の
一
時
停

止
の
励
行
や
、左
右
の
安
全

確
認
の
徹
底
を
指
導
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る（「
ト
ラ
ッ
ク
事

故
速
報
」
参
照
）。

小
学
生
の
死
亡
事
故
４
件

 「青だけど  車は私を
             見てるかな！」

安
全
確
認
の
励
行
な
ど
徹
底
を
警 視 庁

会
員
一
当
死
亡
事
故

今
年
４
件
目
が
発
生

東   

ト   

協

「いっしょに安全 !」
キャンペーン実施中
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●
東
京
都
、平
成
28
年
度

「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
の

評
価
事
業
者
２
６
４
社
を
発

表
。
こ
の
う
ち
、東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業
者

が
２
５
３
社
と
大
半
を
占
め

る（
１
日
）

　
●
国
土
交
通
省
、Ｉ
Ｔ
機

器
使
用
に
よ
る
点
呼
に
関
す

る
通
達
を
一
部
改
正
し
、Ｉ

Ｔ
点
呼
の
対
象
な
ど
を
拡
大

す
る
。
安
全
性
優
良
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）を
対

象
に
、営
業
所
と
遠
隔
地
で

行
う
点
呼
を
認
め
る
と
と
も

に
、Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
以
外

で
も
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、営
業
所
と
車
庫
間
の

点
呼
を
認
め
る（
１
日
）

　

●
国
交
省
、「
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
」に
基
づ
き
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
な
ど
所
管

４
事
業
の
中
小
企
業
を
対
象

に
し
た
、生
産
性
向
上
な
ど

に
よ
る
経
営
力
向
上
に
関
す

る
指
針
を
公
布
・
施
行
す
る

（
１
日
）

　

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、平
成
28
年
度
第
２
回
理

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
と

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

は
、事
業
用
自
動
車
運
転
者

の
健
康
確
保
を
徹
底
す
る
た

め
、８
月
８
日
付
で
相
互
通

報
制
度
を
一
部
改
正
し
、健

康
診
断
を
実
施
し
て
い
な
い

な
ど
の
違
反
事
案
を
通
報
対

象
に
追
加
し
た
。
同
日
付
で

関
係
通
達
を
一
部
改
正
・
実

施
し
た
。

　

近
年
、運
転
者
の
健
康
起

因
事
故（
運
行
の
中
止
を
含

む
）の
報
告
件
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、平
成
26
年
は

２
２
０
件
で
前
年
比
85
件
増

と
大
幅
に
増
加
し
、４
年
前

の
22
年（
１
０
０
件
）の
２
・

２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
今
回
、運
転
者

の
健
康
管
理
の
前
提
と
な
る

健
診
受
診
の
徹
底
を
図
る
観

点
か
ら
、健
診
未
受
診
の
違

反
事
案
を
通
報
対
象
に
加
え
、

遵
守
状
況
の
確
認
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

両
省
で
は
、事
業
用
自
動

車
運
転
者
の
労
働
条
件
の
確

保
・
改
善
を
図
る
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
の
監
査
・
監
督
に
お

い
て
、過
労
運
転
な
ど
の
実

態
を
確
認
し
、関
係
法
令
に

関
す
る
重
大
な
違
反
が
認
め

ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、各

地
方
運
輸
局
な
ど
と
労
働
基

準
監
督
機
関
で
相
互
通
報
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は「
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善

の
た
め
の
基
準
」（
改
善
基
準

告
示
）
違
反
や
、
最
低
賃
金

法
違
反
を
対
象
に
相
互
通
報

を
行
っ
て
い
た
が
、こ
の
対

象
に
労
働
安
全
衛
生
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
、健
診

未
受
診
違
反
を
追
加
し
た
も

の
。

　

国
交
省
で
は
、今
年
１
月

に
発
生
し
た
軽
井
沢
ス
キ
ー

バ
ス
事
故
を
受
け
、６
月
に

再
発
防
止
の
た
め
の
総
合
的

な
対
策
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
今
回
、

過
労
運
転
防
止
に
向
け
て
運

転
者
の
労
務
・
健
康
管
理
の

改
善
を
図
り
、運
行
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、厚
労
省

と
の
連
携
を
一
段
と
強
化
し

た
も
の
だ
。

　
国
土
交
通

省
は
、
運
行

記
録
計（
タ

コ
グ
ラ
フ
）

の
装
着
義
務

付
け
対
象
を

拡
大
し
、
現

在
使
用
中
の

車
両
総
重
量

記
録
計
の
装
着
義
務
付
け
対

象
を
拡
大
し
た
も
の
で
、新

車
に
つ
い
て
は
既
に
27
年
４

月
か
ら
適
用
し
た
。

　
こ
れ
に
続
き
使
用
過
程
車

に
つ
い
て
も
、来
年
４
月
か

ら
適
用
す
る
。
適
用
が
約
半

年
後
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

労働者の健康管理
職場環境の改善へ

　厚生労働省・中央労働災害防止協会の
主唱により、平成28年度「全国労働衛
生週間」が10月１日から７日まで行わ
れる。同週間の実効を上げるため、９
月１日から30日までを準備期間とする。
　労働者の健康管理や職場環境の改善
など、各事業所における一層の労働衛
生意識の高揚と、自主的な労働衛生管
理活動の促進を目的に実施されるもの。
　今年度のスローガンは「健康職場　
つくる　まもるは　みんなが主役」。
　期間中、各事業場では事業者または
総括安全衛生管理者による職場の巡
視、スローガンなどの掲示、労働衛生
に関する講習・見学会など、労働衛生
意識の高揚を図るための各種取り組み
を実施する。

事
会
を
開
催
し
、千
原
武
美

会
長
を
は
じ
め
副
会
長
11
氏

な
ど
を
選
任
し
、新
執
行
部

を
発
足
さ
せ
る
。
副
会
長
11

氏
の
う
ち
９
氏
が
新
任
と
い

う
、
刷
新
し
た
執
行
部
体
制

に
移
行
す
る（
８
日
）

　
●
東
ト
協
、新
執
行
部
発

足
後
、
初
の
正
副
会
長
会
を

開
催
し
、
各
副
会
長
の
坦
務

を
決
め
る
と
と
も
に
、
千
原

会
長
が
打
ち
出
し
た「
10
の

施
策
」に
基
づ
き
、教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
特
別
委
員
会
と
組

織
整
備
特
別
委
員
会
、
お
よ

び
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
新
設
す
る（
11
日
）

　

●
国
交
省
、ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検

討
会
を
設
置
し
、初
会
合
を

開
催
す
る
。
今
年
２
月
に
開

催
さ
れ
た「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
取
引
環
境・
労
働

時
間
改
善
中
央
協
議
会
」で
、

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
問

題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
設
置
す
る
。ま
ず
待
機

料
金
や
附
帯
作
業
料
金
、高

速
道
路
料
金
な
ど
、運
賃
と

は
別
途
に
収
受
す
べ
き
料
金

の
収
受
方
策
を
検
討
す
る
方

針（
13
日
）

　
●
東
ト
協
、東
京
都
の
外

郭
団
体「
東
京
し
ご
と
財
団
」

の
団
体
課
題
別
人
材
力
支
援

事
業
の
委
託
先
に
内
定
。
平

成
28
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、業
界
団
体
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、中
小
企
業
の
人

材
確
保
や
定
着
・
育
成
な
ど

を
支
援
す
る
も
の
で
、事
業

期
間
は
29
年
度
末
ま
で
の
２

か
年
、事
業
費
は
１
団
体
当

た
り
１
億
円
以
内（
14
日
）

　

●
警
察
庁
、「
準
中
型
自

動
車
免
許
」創
設
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
、改
正
道
路
交
通

法
の
施
行
令
お
よ
び
施
行
規

則
な
ど
の
一
部
改
正
を
公
布

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、改
正

道
交
法
は
平
成
29
年
３
月
12

日
に
施
行
さ
れ
、準
中
型
免

許
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
が
正

式
に
決
ま
る（
15
日
）

　

●
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
、平
成
28
年
度
地
域
別
最

低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ

い
て
答
申
す
る
。
引
き
上
げ

幅
は
全
国
過
重
平
均
で
時
間

額
24
円（
３・
０
％
）で
、
最

賃
が
時
給
で
決
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
以
降
、最
高
の

引
き
上
げ
額
。
Ａ
ラ
ン
ク
の

東
京
都
な
ど
５
都
府
県
の
引

き
上
げ
目
安
額
は
25
円（
28

日
）

な
ど
で
は
、国
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
、早
め
に
対
応

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る

（
同
封
チ
ラ
シ
を
参
照
）。

　

な
お
、国
交
省
と
経
済
産

業
省
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
管
理
シ
ス
テ
ム
）機

器
、お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
式
運

行
記
録
計
な
ど
の
導
入
補
助

事
業（
補
助
率
・
取
得
経
費

の
３
分
の
１
、限
度
額
は
デ

ジ
タ
コ
車
載
器
が
３
万
円
、

事
務
所
用
機
器
が
10
万
円
）

を
実
施
し
て
い
る
。

点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月

間
」
と
し
て
、
特
に
重
点
を

置
い
て
点
検
整
備
の
徹
底
に

取
り
組
む
。

　

全
ト
協
で
は
、平
成
28
年

度「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
点
検
整
備
推
進
運

動
」
を
実
施
し
、
年
間
を
通

じ
て
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
協
力
し
て
運
動
を
展

開
し
て
い
る
が
、９
・
10
月

の
２
か
月
間
を「
強
化
月
間
」

に
位
置
付
け
、取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

　

重
点
実
施
項
目
は
、①
大

型
車
に
関
す
る
適
切
な
点

検
・
整
備
の
実
施
方
法
、②

黒
煙
濃
度
に
影
響
を
及
ぼ
す

部
品
な
ど
の
自
主
点
検
・
整

備
の
実
施
、
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ（
黒

煙
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
）な
ど

の
後
処
理
装
置
付
き
車
の
正

し
い
使
用
方
法
―
の
各
項

目
に
関
す
る
啓
発
。

　
大
型
車
の
重
点
点
検
項
目

は
、
①
走
行
装
置（
ホ
イ
ー

ル
）、
②
原
動
機（
燃
料
装

置
）、③
電
気
装
置（
電
気
配

線
）、④
制
動
装
置（
ホ
ー
ス

お
よ
び
パ
イ
プ
）。

　

な
お
、車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を

50
台
以
上
保
有
す
る
事
業
者

は
、
重
点
点
検
期
間
中（
９

～
11
月
）に
定
期
点
検
を
行

う
大
型
自
動
車
に
つ
い
て
、

重
点
点
検
項
目
の
点
検
結
果

を
各
運
輸
支
局
な
ど
に
報
告

す
る
必
要
が
あ
る
。

７
㌧
以
上
ま
た
は
最
大
積
載

量
４
㌧
以
上
の
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
装
着
が

義
務
付
け
ら
れ
る
。

　

国
交
省
は
26
年
12
月
に
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送

安
全
規
則
を
改
正
し
、運
行

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
の
２
か
月
間
、「
自
動
車

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）は
10
月
20

日
、第
11
回
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
時
間
は
午
後

１
時
か
ら
５
時
25
分
ま
で
、

会
場
は
千
代
田
区
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム・ホ
ー
ル
Ｃ
。

　
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
は
制
度
導
入
後
10
年
を

経
過
し
た
が
、そ
の
趣
旨
を

さ
ら
に
周
知
・
浸
透
さ
せ
る

た
め
、国
土
交
通
省
の
後
援
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

の
協
賛
で
開
催
す
る
も
の
。

　
事
業
用
自
動
車
の
安
全
対

策
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講

演
を
は
じ
め
、ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
活
用
に
よ
る
安
全

運
転
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
別
講
演
、取
り
組
み
事
例

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
参
加
料（
１
人
）は
、１
階・

２
階
席（
先
着
１
０
０
０
人
）

３
０
０
０
円（
協
賛
団
体
会

員
３
０
０
円
割
引
）、
３
階

席（
同
３
０
０
人
）２
０
０
０

円
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

細
は
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

◇７月分 ◇

10月１～７日

健
康
診
断
の
未
受
診
違
反

　   
相
互
通
報
制
度
の
対
象
に

国交省・厚労省

運
行
記
録
計
の
義
務
付
け

総
重
量
７
㌧
以
上
に
拡
大

使 用 過 程 車
29年４月から適用

補助制度活用し
早めに装着を ９・10月の２か月間

点検整備
「強化月間」

全  ト  協

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

◆ 第11回 ◆

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ         

10
月
20
日
開
催

国交省

28
年
度 全国労働衛生週間
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高
校
野
球
が
終
わ
り
、い

よ
い
よ
秋
に
向
か
っ
て
の

助
走
が
始
ま
っ
た
。
関
東

地
方
は
早
速
、大
型
台
風

の
上
陸
で
デ
ッ
カ
イ
お
見

舞
い
を
受
け
た
◆
プ
ロ
野

球
は
セ
・
パ
両
リ
ー
グ
と

も
終
盤
に
か
か
っ
て
き

た
。セ
の
方
は「
広
島
カ
ー

プ
」が
優
勝
と
い
う
土
産

を
持
っ
て
逃
げ
切
り
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
初
優

勝
し
た
昭
和
50
年
以
降
、

久
々
の
快
挙
と
な
る
か
。

２
位
の「
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
」
は
カ
ー
プ
と
８

ゲ
ー
ム
差（
８
月
22
日
時

点
）が
あ
り
、
実
力
か
ら

見
て
、ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
追
い
付
く
の
は
難
し

い
よ
う
に
見
え
る
◆
今
年

の
広
島
は
、オ
バ
マ
米
大

統
領
の
原
爆
被
爆
地
訪

問
と
い
う
世
界
的
な
話
題

に
わ
い
た
。
そ
れ
か
あ
ら

ぬ
か
、
広
島
は
今
、
非
常

に
活
況
を
呈
し
て
い
る
と

い
う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
マ
ツ
ダ
は
好
調
だ
と
い

う
し
、野
球
で
も
カ
ー
プ

の
舞
い
上
が
り
は
ど
こ
に

要
因
が
あ
る
の
か
。
巷
の

話
題
は
つ
き
な
い
◆
政
府

は「
１
億
総
活
躍
社
会
」

を
カ
ン
バ
ン
に
掲
げ
国
民

を
鼓
舞
し
て
い
る
が
、広

島
は
ど
う
も
そ
の
先
端
に

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
東

京
に
い
て
は
気
が
付
か
な

い
が
、あ
の
カ
ー
プ
応
援

団
の
熱
狂
ぶ
り
は
た
だ
な

ら
ぬ
も
の
と
感
じ
る
。

　
日
本
中
を

わ
か
せ
た
リ

オ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終

わ
り
、
夏
の

憶
に
残
る
ホ
テ
ル
で
し
た
。

　
本
格
的
な
解
体
工
事
が
始

ま
っ
た
の
が
24
年
６
月
で
す

が
、こ
の
４
年
の
間
に
古
い

高
層
ビ
ル
か
ら
、新
し
い
複

合
施
設
へ
と
大
き
く
変
貌
し

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
も
の
も
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
複

合
施
設
の
傍
ら
に
は
、赤
プ

リ
旧
館
の
美
し
い
姿
が「
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
」と
し
て
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。

尾
井
町
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

赤
坂（
旧
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
）跡
地
に
建
設
さ
れ
た

大
型
複
合
市
街
施
設
で
、オ

フ
ィ
ス
・
ホ
テ
ル
・
商
業
施

設
と
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　

旧
ホ
テ
ル
は
、

平
成
23
年
３
月
に

閉
館
し
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の

避
難
民
を
受
け
入

れ
る
な
ど
、「
赤
プ

リ
」
の
名
称
で
記

わ
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

　
４
年
で
大
き
く

変
わ
っ
た
と
い
え

ば
、
７
月
27
日
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た「
東
京
ガ

ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀

　
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉

幕
し
、２
０
２
０（
平
成
32
）

年
の
東
京
開
催
に
向
け
て

本
格
的
に
準
備
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

４
年
間
で
、東
京
は
ど
う
変

 東京ガーデンテラス紀尾井町
住　　所：千代田区紀尾井町１の２他
詳細は、ホームページ（http://www.tgt-kioicho.jp/）で

４
年
で
変
わ
る
東
京
!?

「旧赤プリ」が
　　新複合施設に

　

故ふ
る

き
を
温た

ず

ね
て
、新
し

き
を
知
る
。
そ
ん
な「
温

故
知
新
」の
意
味
を
再
認

識
で
き
る
空
間
が
、都
立

小
金
井
公
園
内
に
位
置
す

る「
江
戸
東
京
た
て
も
の

園
」。
約
７
㌶
の
敷
地
に
、

１
９
９
３（
平
成
５
）
年

３
月
28
日
に
開
館
し
た
野

外
博
物
館
で
あ
る
。

　

当
初
は
、武
蔵
野
の
生

い
立
ち
を
テ
ー
マ
と
す

る「
武
蔵
野
郷
土
館
」
が

１
９
９
１（
平
成
３
）
年

ま
で
存
在
し
、博
物
館
活

動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

遺
品
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、江
戸
か
ら
昭
和
初
期

の
復
元
建
造
物
が
30
棟
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
復
元
建
造
物

は
、都
内
で
の
現
地
保
存

が
不
可
能
な
文
化
的
価
値

の
高
い
歴
史
的
建
造
物
を

移
築
し
、
復
元
・
保
存
・

展
示
し
、文
化
遺
産
と
し

て
次
代
に
継
承
す
る
こ
と

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
も

の
。
墨
田
区
の
東
京
江
戸

博
物
館
の
分
館
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
園
内
で
ひ
と
き
わ
目
立

つ
旧
光
華
殿
は
、皇
居
前

広
場
で
行
わ
れ
た
紀
元
２

６
０
０
年
式
典
の
た
め
に

建
設
さ
れ
た
式
殿
で
、１

９
４
１（
昭
和
16
）
年
に

移
築
さ
れ
た
も
の
を
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
改
修
し

た
。
こ
こ
か
ら
館
内
を
抜

け
る
と
野
外
展
示
場
に
出

る
。

　
３
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成

さ
れ
、セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

に
は
格
式
あ
る
歴
史
的
建

造
物
が
並
び
、西
ゾ
ー
ン

は
、武
蔵
野
の
農
家
と
山

の
手
住
宅
を
配
置
、東
ゾ

ー
ン
は
下
町
の
街
並
み
を

再
現
し
て
い
る
。
足
立
区

千
住
元
町
に
あ
っ
た「
子

宝
湯
」
は
１
９
２
９（
昭

和
４
）
年
の
建
築
物
で
、

ジ
ブ
リ
映
画
の『
千
と
千

尋
の
神
隠
し
』の
湯
婆
婆

が
仕
切
る「
油
屋
」
の
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
時
代
を
過
ご
し
た

者
に
は
懐
か
し
さ
を
、そ

し
て
若
年
層
に
は
新
鮮
さ

を
感
じ
る
歴
史
的
建
物

は
、住
人
が
い
な
く
て
も

そ
の
時
代
背
景
を
今
に
伝

え
て
い
る
。

第22回

まちかど写真家 筑峯  総太

昔の東京にタイムスリップ

▲網剪（あみきり）／鳥山石燕
人の知らないうちに蚊帳や網、
洗濯物などを鋭い刃物ですっぱ
りと切ってしまう

▲百物語「お岩さん」／葛飾北斎
ご存知、四谷怪談のお岩さん。破
れ提灯を恨めしいというお岩さん
に見立てている

◀百物語「さらやしき」
／葛飾北斎
一枚、二枚と皿を数える
お菊さんの亡霊。首は皿
をつなげて描かれる趣向
を凝らしている

▲ぬっぺっぽう／鳥山石燕
廃寺などに出てくる肉の塊
の妖怪

　

夏
の
夜
の
定
番
は
怖
い

噺は
な
し。妖
怪（
お
化
け
）や
幽
霊
、

は
て
は
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
が
跋ば

っ
こ扈
・

活
躍
す
る
怪
談
噺
、怪
奇
譚

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

依
然
と
し
て
人
気
の
お
化
け

屋
敷
も
涼
を
求
め
る
こ
と
で

は
人
気
で
、大
人
が
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
た
せ
た
り
と
進
化
し

て
い
る
。

　
怖
い
噺
で
活
躍
す
る
の
が

お
化
け
と
か
幽
霊
で
、世
に

も
不
思
議
な
物
語
に
は
誰
も

が
興
味
を
抱
く
ほ
ど
。

　
「
お
化
け
と
幽
霊
は
違
う

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
う
か

が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、お
化
け
と
い
う
に
は
狐
、

狸
、貉（
む
じ
な
）な
ぞ
が
人

を
た
ぶ
ら
か
し
ま
す
。
で
、

異
様
な
姿
に
な
っ
て
出
て
く

る
。
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
な
っ

た
り
、三
つ
目
小
僧
に
な
っ

た
り
、大
入
道
に
な
っ
た
り

し
て
人
を
驚
か
し
ま
す
。
幽

霊
と
い
う
の
は
人
間
が
化
け

る
ん
で
、そ
の
区
別
が
あ
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
う
か
が

い
ま
し
た
が
…
」

　
６
代
目
、三
遊
亭
円
生
の

演
じ
る「
お
化
け
長
屋
」
の

ま
く
ら
だ
。
こ
こ
で
言
う
、

お
化
け
と
幽
霊
が
同
じ（
幽

霊
は
お
化
け
の
1
タ
イ
プ
）

な
の
か
違
う
の
か
と
い
う
議

論
が
あ
る
し
、そ
の
区
分
論

自
体
に
大
き
な
意
味
が
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

議
論
は
あ
っ
て
も
、昼
夜

の
境
で
天
地
不
分
明
の
黄
昏

時
に〝
魔
物
〟が
現
れ
る
と
い

わ
れ
る
。「
彼（
か
）は
誰

（
た
）
？
」「
誰（
た
）ぞ
彼

（
か
れ
）
？
」
が
、「
か
わ

た
れ
」と
か「
た
そ
が
れ
」

と
い
う
言
葉
の
も
と
に

な
っ
た
、あ
の
時
分
だ
。

　
そ
れ
へ
の
感
受
性
は
昔

の
人
ほ
ど
で
は
な
く
て
も

分
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
だ
か
ら
、い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
い
て
み
て
も
な

お
、お
化
け
・
幽
霊
の
区

分
論
は
と
も
か
く
、違
う

と
い
う
方
が
分
か
り
や
す

い
と
い
う
気
に
な
る
。

　

で
は
、お
化
け
は
と
い

う
と
、前
世
で
は
人
や
モ

ノ
を
問
わ
ず
異
界
に
住

み
、夕
暮
れ
時
な
ど
出
る

時
間
と
場
所
が
決
ま
っ
て

い
て
、出
る
対
象
は
誰
で

も
よ
い
と
い
う
も
の
で
、幽

霊
は
、前
世
は
人
で
他
界
に

住
み
、出
る
相
手
は
決
ま
っ

て
い
る
と
い
う
説
明
が
分
か

り
や
す
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
百
鬼
が
活
躍
し
た
絵
物
語

を
見
た
り
、幽
霊
の
代
表
格

の
四
谷
怪
談
の
お
岩
さ
ん
を

考
え
る
と
、す
と
ん
と
落
ち

る
。
し
か
し
、そ
の
怖
さ
の

質
は
お
化
け
と
幽
霊
で
は
違

う
も
の
と
も
思
う
。

　

そ
の
た
め
か
、最
近
で
は

異
界
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
、観
光
名
所
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
出
て
い
る
が
、恐
ろ
し

い
怨
霊
が
つ
い
て
ま
わ
る
幽

霊
で
は
、そ
う
も
い
か
な
い

よ
う
だ
。

　
怖
い
も
の
見
た
さ
で
は
な

い
が
、ど
う
し
て
怖
い
も
の

に
惹
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
つ
も
の
世
界
の
外
側
に
何

か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

日
常
世
界
の
中
の
ど
こ
か

に
ひ
び
割
れ
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、そ
こ
か
ら
は
い
ず

り
出
て
く
る
も
の
を
感
じ
て

し
ま
う
せ
い
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
ひ
び
割
れ
か
ら
出
て
く
る

外
の
世
界
を
考
え
さ
せ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
、周
縁
部
へ
の
想

像
力
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
パ

ワ
ー
を
生
み
出
し
て
く
れ
る

の
が
、お
化
け
・
幽
霊
と
い

う
外
側
の
住
人
た
ち
な
の
だ

ろ
う
。

や
は
り

　
こ
わ
～
い
怖
い
が
定
番

夜長の噺は

～闇夜が映し出す想像力のエネルギー～

出典：『浮世絵大系８  北斎』（集英社）、『画図百鬼夜行全画集』（角川ソフィア文庫）
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